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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・12/23（日）、2階SPヒーター電源回路が絶縁不良状態で漏電警報が作動。業者へ点検依頼を行い、12/25（火）午前中に業者点検予定。青陽館の鍵などを準備しておくこと。

・12/25（火）、午後に東北電力の業者点検予定。停電等はないため、行事運営に支障はないとのこと。

・北病棟の古川富蔵様のデイケア見学・体験利用は一旦終了となっています。再度、見学・体験利用等の希望がある際は連絡をくれるとのこと。

・12/26（水）より、磯島貴広様がデイケア利用開始となっている。毎週火・水・木曜日の3回利用となっている。担当は大谷地。

・12/27（木）、午後に施設見学予定。上野SGMが対応する。

・12/25（火）、青陽館のクリスマス会、法人忘年会。

＜利用者様情報＞

・大石清志様～ケア会議を今週中に実施予定。まずは、関係部署のみで今後の方針について話し合い、その後に本人も交えて検討して行くこととする。主治医より、外来受診時に残薬を確認し昼食後薬と就床前薬が乱れていて重複して複葉していた事が窺えたとのこと。今後、服薬に関して乱れるような事がある場合、服用回数を減らすなど検討して行くとのこと。また本人より、デイケアに来るまでの坂道を登る事が辛く、思うように身体が動かない事で自分が考えていた社会生活を送る事が出来ていない事への苛立ちがあるとのこと。姉様の所へ行きたいと希望も聞かれている事から、姉様の住む三沢で利用可能な社会資源等を現在探している。

また、本日定時になっても来所せず本人の携帯電話へ連絡している。「今日具合悪くて行けない」と話され腹痛により休んでいたいと話している。下痢などの症状は無く、日課にも支障ないとのこと。自宅で洗濯等を行って過ごすと話している。

・赤石陽介様～12/19（水）、他科受診行うが帰院拒否。ご家族・主治医面談にて退院となっている。本人へは外来通院・服薬の継続必要性説明し、了解を得ている。本日、初外来となっており受診後にデイケアへ来ている。主治医より、うみねこ幸房かデイケアの利用を勧められデイケア1/7（月）より週2回（月・火曜日）で利用するとのこと。（本人へ利用契約書等は渡している）2～3月に再度、腰の手術を行う為、手術以降はデイケアを終了し以前利用していた作業所へ戻ると話している。現在、彼女と2人暮らしとの事で、退院後に飲酒（ビール1L、焼酎6～7杯程度）をしており、夜間も1時間程しか眠れていないと話している。

・神田　直樹様～本日より、デイケア利用開始となっている。具体的な目標設定を行っており、就労を目標としていると話す為、一定期間安定した通所利用をする事を目標としているが「難しい」と話している。又、飲酒・脱法ハーブの使用をしない事も目標としており、退院後は飲酒していないとのこと。

・番沢　政勝様～頭痛の為欠席すると連絡を受けているが、10：00「少し良くなったから今から行って良い？」と連絡あり、来所している。来所直後に再度頭痛を訴え「やっぱり帰る」と笑顔で帰宅。バイタルの異常は見られない。

・巴　勇樹様～お父様の送迎により来所されており、「今日は調子が良い。元気です」と話している。プログラム中は静養室を利用する事無く、音楽を聴くなど趣味活動を行いながら定時まで表情良く過ごす事が出来ている。食欲がないとの事だが、昼食におにぎり2個とジュース1本を摂取。昼までに本日分の喫煙を済ませてしまったと話すことある。

・稲垣　ふき様～本日、財団で行われるもちつき大会への参加を希望していたが、最近は間食の摂り過ぎが目立ち、体重増加傾向にあるとの事で青風荘スタッフより説明を受けている、若干の不機嫌さや身体不調の訴えも聞かれているため、所在確認と本人の気分変動の観察が必要。

・下町　サン子様～本日、チキンナゲットが提供されているが皮が硬かったのか、上手く噛み切れず残している。1口大に切って提供すると全量摂取出来ている。過去にも肉が提供された時に、上手く噛み切れない事で残食していたと話す為、今後は1口大に切って渡す事とする。

・種本　サハ様～12/22（土）起床後に不調を感じた為、朝食後薬を服用しなかったと報告ある。それ以降の服薬は行う事が出来ている。「今朝も起きたら寒くて、体調が悪い。なんとも表現出来ないけど、気持ちが沈む感じで。若い頃にあたった事があるから、今も軽くあたったんだと思います」と不調を訴える。血圧140/61mmHg、脈拍65回/分、体温36.0℃。血圧測定中には加圧に対し「腕が苦しい、痛い」と訴え続ける事がある。昼食・夕食共に全量摂取し、自ら入浴を行うなど活動状況に支障は見られない。「明日は祝日ですか。来ないと駄目ですか？」など、まとまりに欠ける発言が見られる。確実に服薬を行う事、落ち着いて行動する事を促している。

・鹿原　博夫様～先週、行事へ参加の際に独語が聞かれている。女性利用者へ対しての独語があり、「待ち伏せしやがって」などを呟いている。女性利用者とのトラブルはなく、スタッフや他者が話し掛けると、穏やかな対応見られる。

＜青明舎情報＞

・松川　順子様～外来受診後に実家へ戻ると話している。青明舎での食事サービスを利用していたが、キャンセルをしている状態である。アパートへ戻った際に電話連絡を1本入れるよう説明している。

・佐藤　朗子様～腰椎骨折に一歩手前と整形外科の医師に言われており、腰も徐々に痛みが増してきたため職場（寿楽荘）の担当職員に相談したとのこと。1ヶ月様子をみて今後仕事を続けるか辞めるか決めようと言われたため、今後転職することを視野に入れ、青明舎の利用をやめ、ジョブコーチ等もある障害者就業・生活支援センターみなとを利用したいと本人より電話あり。すでに本人、障害者就業・生活支援センターみなとへ電話し12/28（金）にみなとへ行くと段取りをつけているとのこと。

・我満　奈津紀様～八戸赤十字病院を受診し、今後の治療について医師より説明を聞いてきたとのこと。乳癌（左胸）であるが、他の細胞には転移はみられず、1月中旬に入院し左胸全摘出するとのこと。入院の日時が決まり次第病院より本人へ連絡が来ることになっているとのこと。入院時に、手術について詳しい説明をするため家族と来て欲しいと言われたとのこと。現在の心境について確認すると「手術後、左胸が無くなった自分に向き合うと落ち込むと思う。徐々に受入れられると思うけど時間が掛かるし、受入れられるまで色んなことを考えると思う。娘がいなかったら手術もしようと思わなかったけど、娘がいるから手術を受けようと思った。胸の再生手術もあるのは知っているが、娘が専門学校を卒業するまでは受けない。最近、バタバタして忙しかったから落ち込んでいる暇はなかった。今日ぐらいは落ち込もうと思ってタバコを買ってきたけど、本当は八戸赤十字の担当医より手術時麻酔が効きにくくなるのを防ぐため禁煙するように言われている。まあ、無理して落ち込むことはないと思うけどね」と話す。傾聴し対応している。最近は掃除の気分ではないため、「今日は掃除をしない」と話していたが、娘がスタッフと掃除を始めたら掃除を行っている。

・大久保　恒夫様～部屋の床には物が散らばっており、台所の床には生米や埃が落ちている。掃除をしているか確認すると「ぼちぼちな。大掃除も徐々にしていく」と話す。体調については変わりないとのこと。食事は3食摂取しており、朝食を多く食べ、昼食と夕食を少なめに食べるようにしているが、妻が野菜が嫌いなため、野菜はあまり食べていないとのこと。冷蔵庫の中を確認すると魚や肉、納豆などが入っているが、野菜はネギしかなかったため、野菜なども食べバランス良い食事をとった方が良いと伝えている。また、時折飲酒しており、服薬は自分で時間を調整して行っていると話すため、担当医へも飲酒時の服薬時間などについて報告するよう促している。金銭面では、生活保護費の中でやりくり出来ており、以前、姉よりお金を借りて浴槽を購入したが、返済額はあと1万円であり12月中に返済出来そうだと話している。

・大久保　律子様～以前より顔が丸くなっているため体重を確認すると、最近しばらく計ってないとのこと。体重測定を促すと88.6kgで経過。食生活を確認すると毎日昼食は外食しており、間食量も多い。野菜は嫌いなため、野菜は鍋の時くらいしか食べないとのこと。また、時折飲酒（1回の飲酒量は、500ｍｌのビール1～2本）もしていたが、飲酒すると具合が悪くなるため、現在は飲酒していないと話す。

・森田　清助様～青南病院の受診では、3週間分の薬をもらってきたとのことで、薬入れに全部を入れている。飲み間違えないか問うと、「間違えないように確認しながら飲んでいる」とのこと。また、コタツの上に埃が溜まっており、置いてある布巾も黒ずんでいる。絨毯の上にもゴミが落ちているため、新年を迎えるにあたり少し丁寧に掃除をしてはどうか伝えると、本人も「そうだな」と笑顔で答えている。正月は12/29（土）より実家に帰る予定とのこと。

・柳町　信之様～近況を確認すると本人は問題ないと答えている。最近、ナイトケアへ通所出来ているのか確認すると、痔がひどくなっており、1ヶ月程通えていない。患部のためにも、保清は重要であることを説明し、ナイトケアでの入浴を促している。

・鈴木　茂子様～友人の葬儀に参加してきたと話しているが、小遣い帳には香典が記入されていない。本人へ確認すると、今まで節約で貯めていたお金から5,000円出したため、記入はしなかったと答えている。そのお金はまだ残っているのか問うと、今回のことでなくなったと答えている。タバコを13個まとめて購入しており、購入量が増えてきていることを本人へ伝えている。最近、友人が亡くなったこともあり、喫煙量が増えてきていると本人も話している。友人が亡くなったことで、気持ちの落ち込みはないか問うと、「覚悟はしていたから大丈夫。友人も辛かったと思うから、これで良かったのかもしれない」と話している。スタッフと友人のことについて話していると、涙ぐむ場面も見られている。12/23（日）には姉と外食をし、12/24（月）はこころすこやか財団のもちつき大会へ参加する予定だと話している。年末はゆっくり過ごす予定とのこと。青明舎の行事も紹介するが、「ゆっくり過ごすから」と断っている。

・高柳　和子様～餅つき大会は、訪問看護の日なので不参加で、年始の鍋パーティーは参加するかどうか決めかねるとの事。年末ぎりぎりでもいいので連絡欲しい事を伝える。水道が凍るのを防ぐため、一週間くらい前から水抜き実行しているとのこと。

・川口　八寿子様～デイケア利用者が亡くなった事を聞き、線香をあげに行きたいと希望聞かれている。デイケアでも葬儀日程等は分からない事を説明すると納得出来ている。また、今回話を聞いた事で気分高揚とならないか不安であると話している。幸房での作業終了後にデイケアに来て話をしたり、外来スタッフに相談しても大丈夫である事を伝えると了承している。

＜外来患者様情報＞

・赤石　陽介様～不眠があり、アルコールを飲まないと眠れないとダメになってきたと話す。精神的に疲れたとも話している。栄養指導を実施している。

・寺沢　彩様～デイケアの苦手な人の声が夜に聴こえてくると幻聴の訴えある。日中に眠気があるとのこと。また、デイケアの苦手な方から「避けているでしょ」と言われたと話す。服薬調整を行っている。

・植村　廣隆様～旧デイケア室で寝ていたとのこと。診察時もぼんやりとしている事が多かった　とのこと。

・菅原　信正様～他のデイケア利用者との関係について訴え聞かれる。また、うみねこ幸房に行く事で、精神的に変になるかもと話す事ある。次回は、1/14（月）の受診予定。

